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東 ・西 生. 活課

東 ・西生活課の所管区域の見直1しについて

被保護世帯数は、平成 19年度までは、年間約 200世帯程度の増加で推移して
いたが、平成 20年秋のり十マンションク以降急速に増加し、平成 21年度ぃ年

間約900世帯の増力田となった。
この結果、東 ・西生活課の被保護世帯数の不均衡が一層広がり、東生活課に
比べて西生活課に来庁する区民の相談や保護費の支払いまでの待ち時間が長く
なっている。

このため、東 ・西生活課の所管区域を見直すことにより、両課間の区民の面

接、支払いなどの待ち時間あ不均衡を是正し、もつて窓ロサービスの向上を図
るもの。                            1

11 見直しに当たうての基本的な考え方
・区民サービスの低下につながらないよう交通アクセスに十分配慮する。
亀有地区から東生活課まで、乗り換えなして占系統のバス路線が利用
可能であり、9時から5時までの間、毎時5～7本のバスが運行されてい

る。
・連携する機関の所管区域に配慮する。      ′

亀有地区の民生 L児童委員の担当区域の範囲内であり、保健所、亀有

警祭署、金町消防署の所管区域内にすべて入り、当該所管区域を分断す
ることはない。       1

2 東 ・西生活課所管区域の見直し (案)

亀有一丁目から五丁目までの区域
夕
(約580世帯)を 西生活課の所管から東

生活課の所管に変更する。o可紙のとおり)
これにより、東生活課と西生活課の被保護世帯数の差は半減する。また、
区全体に占める世帯数の割合は、東生活課が36%か ら43%に t西生活課が64%
から57%になり、両課の不均衡が是正される。

被保護者世帯数の推移と区域見直し (案)

東生活課 西生活課 東・西生活課の差

平成 18年 12月 2,442世帯  (38%) 4,056世帯  (62%) 1,614 世帯

19年 12月 2,511   (37%) 4,244        (630/c) 1,733

20年 12月 2,581   (37%) 4,434        (630/0) 1,853

21台「12ノロ 2,867   (37%) 4,985        (63%) 2,118

22年 12月 3,156   (36%) 5,505   (64%) 2,349

区域見直 し (案)

(平成22年12月ベース)

3,736世帯  (43%) 4,925世帯  (57%) 1,189 世帯
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3 r見直し予定期日

平成 23年 4月 1日

4 区 民及び関係者への周知                   `

1月下旬 亀有地区民生 ・児童委員への説明

2月 1日 該当区域の被保護世帯へ周知開始

東 ・西生活課窓日での案内掲示及びチラシ配布

2月 24日 合同民生委員 ・児童奏早協議会にお
いて全民生

・
堤童参具

へ説

, 明

3月 5日 「広報かつしか」3月 5日号及び葛飾区ホームページに掲載


